
福井県
F i l e  N o. 03

面　積 4,191 ㎢
人　口 731,589人
県の花 水仙
県の木 松
県の鳥 つぐみ

求める教員像

１ 校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人
２ 専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ，自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人
３ 子どもたちはもとより，同僚や保護者，地域の方とも円滑な人間関係を築き，課題に対して臨機応変に対応できる人
４ 教育に対する情熱・使命感に燃え，常に学び続ける向上心を持った人

出願期間 公開日　令和７年４月25日（金）　電子申請　令和７年５月１日（木）～21日（水）19:00

試験日程

１次試験　試験日　令和７年６月28日（土）・29日（日）
　　　　　合格発表日　令和７年７月18日（金）
２次試験　試験日　適性検査：令和７年７月下旬（オンライン）　小論文：令和７年８月１日（金）
　　　　　個人面接：令和７年８月１日（金）・４日（月）～８日（金）の指定した１日
　　　　　合格発表日　令和７年９月30日（火）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［小］　［中高］国語，社会，数学，理科，英語，音楽，美術，保健体育，家庭　［中］技術　［高］農業，工業，
商業，情報　［特］　［理療］　［地域連携スポーツ教員］　［養］　［栄］

特記事項

■チャレンジ第１次選考　大学３年生で規定の要件を満たす者は，１次の教職・一般と専門を前倒し受験可能。
合格者は翌年度実施の１次を免除。■特別選考　●盲学校（高等部）保健理療科担当教員特別選考　１次は
専門のみ。２次は適性検査と面接を実施。●障がい者特別選考　●Ｒ８大学院特別選考　規定の要件を満た
す者は，１次を免除。２次は小論文に代えてレポートを提出。●教育エキスパート特別選考　以下の（a）～（e）
において免許状所有の有無は問わない。（a）専門教育分野　［中高］数学，理科，［高］農業，工業，商業，情報
志願者で，民間企業等で３年以上の実務経験者又は博士学位取得者で，教科に関する専門的知識等を有する
者は，１次の教職・一般を免除。２次は小論文に代えて実績調書を提出。（b）英語教育分野　［中高］英語志願
者で，規定の要件を満たす者は，１次を免除。２次は小論文に代えて英作文を実施。（c）芸術教育分野　［中高］
音楽，美術志願者で，規定の要件を満たす者は，１次を免除。（d）スポーツ教育分野【従来枠】　［中高］保体志
願者で，規定の要件を満たす者は，１次を免除。（e）スポーツ教育分野【地域連携枠】　［中高］保体志願者で，
規定の要件を満たす者は，１次を免除。２次は小論文を免除。
■免除　（1）第１次選考全部免除　㋐他都道府県国公立学校での正規勤務経験者　㋑昨年度１次合格者　
㋒昨年度「チャレンジ第１次選考」合格者　㋓県内国公立学校勤務の講師等経験者　（2）第１次選考一部免
除　次の㋔～㋙対象者は，１次の教職・一般を免除。㋔他都道府県国公立学校での正規勤務経験者（勤務歴の
ない校種・教科等で受験する場合）　㋕昨年度基準到達者　㋖昨年度「チャレンジ第１次選考」基準到達者　
㋗国際貢献活動経験者　㋘教職大学院２年在学者　㋙嶺南地域教育プログラム修了（見込）者

新規情報

■地方会場　１次試験に東京会場あり。■３年生受験　全校種対象。■初任給　大卒基本給252,000円，
修士修了269,300円。地域手当は1.0％。へき地手当は４～８％，寒冷地手当は8,000～11,000円程度。
■初任者研修　校外研修として「授業実践研究」を柱。授業力向上と学び続ける教員の土台づくりを目的
に3年目研修まで続ける。校種や世代を超えたグループ協議も。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき
地／離島／寒冷地勤務　義務ではない。■懲戒処分の指針　HPで公開。■部活指導の地域移行　休日は
運動部50％，文化部22％（令和７年４月時点）。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 1,101 495 140

不登校（人） 545 1,022 359

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 918 871 811 801 765
採用予定者数 220 228 262 258 270

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では道徳教育

が必出である。今年度は「特別の教科 道徳」の目標

に関 する問 題 が 出 題 され た。また，総 則 の「 小

（中・高等）学校教育の基本と教育課程の役割」に

関する問題や特別活動の学級（ホームルーム）活動

を問う問題，総合的な探究の時間の「指導計画の作

成と内容の取扱い」に関する問題も出題されたほか，

学習指導要領の改訂に関する問題も出題されている。

　教育原理（特別支援教育，教育課程等）のうち，

特別支援教育では，「学校生活における合理的配慮

について」（福井県教育委員会）から合理的配慮に

関する問題が出題された。また，教育課程では，相

関カリキュラムを問う問題が出題された。

　生徒指導では，いじめへの対応に関する問題が出

題された。また，教育法規と重複するが，義務教育

の段階における普通教育に相当する教育の機会の確

保等に関する法律が出題されている。

　教育時事ではご当地問題が必出であり，今年度は

生徒指導と重複するが，「福井県いじめ防止基本方

針」（2019年）から「いじめの未然防止」の取り組

みを問う問題がみられた。国レベルでは，「『令和の

日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」（2021

年）等が出題された。

　教育法規では，教育基本法と学校教育法，学校教

育の情報化の推進に関する法律等が出題された。

　教育心理では例年，幅広い領域から出題されてお

り，今年度は防衛機制（適応機制）や学習意欲に関

する問題が出題された。

　教育史のうち，西洋教育史ではペスタロッチやヘ

ルバルト等が出題された。日本教育史では橋本左内

が出題されている。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では国語全般と英

語（文章読解）を中心とした出題となっており，今

年度，国語では短歌と漢文が出題された。社会科学

では幅広い分野から出題されており，今年度も同じ

ような傾向であった。自然科学では例年，数学（空

間図形，その他）と理科を中心とした出題となって

おり，今年度も同様の傾向であった。

▶学習指導要領で必出の道徳教育
▶教育時事で必出のご当地問題
▶人文科学は英語（文章読解）

教職教養
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＊「地域」には「教育原理」，「生徒指導」も含まれる。

一般教養
全7問

時事

1
英語

1

教育史

1
生徒指導

1

教育心理

2
教育時事

2

学習指導
要領

5
国語

2

数学

2

理科
（地）

1

自治体別試験DATA＆分析
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